
・ゲーム課金  

・情報商材トラブル 

・さくらサイト商法 

・デート商法  ・マルチ商法 

・インターネット通販のトラブル 

・闇バイト 

・お金の貸し借りのトラブル 

       ・・・・・などなど 

 

１８歳で 

成人！ 

☆★☆活動紹介☆★☆ 

令和４年４月２３日(土)、西予市役所 経済振興課内 西予市消費生活センター 消費生活相談員 

芝 まり 氏に、18歳成人について講話をしていただきました。 

『１８歳から大人！』 ～事例から学ぶ若者の消費者被害防止と対処法～ 

2022年4月 成年年齢が引き下げられました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

契約をやめたい場合 

⚫クーリング・オフ  ※クーリング・オフできない取引もある。 

⚫特定商取引法・消費者契約法などによる無効・取消・解除・未成年者取り消し 

 

※18歳、19歳の若者の未成年者取り消しが出来なくなった！ 

発達障害児・者の特性 

• のめりこみやすい 

• 欲しいと思ったら我慢ができない 

• 相手の言葉の裏側が理解しづらい 

• 目に見えないものを把握しにくい 

• わからなくても「はい」と返事をすることがある 

• お金の価値と物の価値が一致しにくい 

• なかなか親しい友人や恋人ができにくいため、 

優しくされた人を信じやすい 

• 自分の身に起こったことを説明するのが苦手 

 

 障がい者の消費者トラブルの特徴  

① だまされたことに気づきにくい 

② 被害にあっても相談できない 

③ 他人への警戒心が少ない 

④ 安易な借金を繰り返しやすい 

⑤ 被害（契約）の経緯が判明しずらい 

⑥多重債務に陥りやすい 

⑦見栄をはってしまう 

⑧自分に必要なものかわからない 

⑨一度だまされると悪質業者の「カモ」になりやすい 

⑩周囲から孤立している 

 

見守り～「気付き」のポイント 

身のまわり 

 見慣れない商品がある 

 高額な持ち物が急に増えている 

 修理やリフォームを頻繁に行っている 

外出 

 以前よりも外出が増えた 

 外出から帰る様子がおかしい 

 最近、外出時の服装が派手になった 

交友関係 

 見慣れない人や車が出入りしている 

 頻繁に電話がかかっている 

 急に親しい友人恋人ができたようだ 

お金 

 公共料金などを滞納している 

 消費者金融の督促状が届き始めた 

 羽振りのいい話が多くなった 

興味・関心 

 急に投資に関心を持ち始めた 

 特定の商品を買うよう強く勧めてくる 

 急に特定のサークルに入会を決めた 

その他 

 カレンダーに不審な印がある 

 頻繁にATMやコンビニでお金を支払っている 

 ドアのチャイムや電話におびえている 

 

親にできることは？ 

⚫ 本人の年齢に見合った方法でとにかく普段の様子を見る （本人の言動・スマホなと通信機器

の中身、通帳、所持品、郵便物など、おかしいと思ったら記録しておく） 

⚫ 普段から、「お父さん、お母さん以外にはお金を渡さない」「他人にお金を渡す前には親に相談

する」など、決まり事を作っておく 

⚫ 被害に逢いかけている、遭っていることが判明したら、すぐに相談する 

⚫ 被害に遭ったことを責めない 

①親の同意がなくても契約
できる

② 10年有効のパスポートを
取得する

③公認会計士や司法書士、
医師免許、薬剤師免許など
の国家資格を取る

④性同一性障害の人の性
別取り扱いの変更審判を受
けられる

⑤結婚

①飲酒

②喫煙

③競輪、競馬、競艇、オー
トレースの投票券（馬券な
ど）を買う

④ 大型中型自動車運転免
許の取得
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そのため・・・・・ 

成年になるとどうなる？ 


